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研究成果の概要（和文）： 

4 つの高齢者施設において、視力と視機能に関連した QOL(VFQ25)や認知能力(MMSE)、抑うつ状
態(GDS)等のデータ収集を実施した.その結果、日常生活上の遠見視力の低い者は、1 人では外
出できず、部屋にいることが多く、サポートを必要すると感じていた。一方、近見視力の低い
者は、ものが見えにくいために、相手の反応や他人と過ごすことに関して難しいと感じていた。
施設入所者にとって普段の活動は、より近見視力の影響を受けている可能性があることが明ら
かとなった。すなわち、適切な視機能の維持が行われていれば、QOL が向上し、一人での生活、
行動範囲が広がり、介護の必要度が低くなる可能性が考えられた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Visual function and living acuity including also VFQ25, MMSE, GDS, etc. were being 
observed in four elderly care facilities. The results of the study show that people with 
low distance vision need a helper to do any activity, including their going out, and, 
inconsequence, tend to stay in their rooms. On the other hand, people with low near 
vision find it hard to communicate with others, because of the low near vision it is hard 
for them to see the countenance of the person they are talking to. The study shows that 
the near vision may have a strong impact on a person’s daily life. Appropriate care and 
control of the visual acuity leads to the keep of high level QOL and maintain their own 
actions. The appropriate eye care may offer the possibility of eliminating the necessity 
of care or reducing of its load. 
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１．研究開始当初の背景 

視るという機能は、外界の情報収集の 80％
を占めるともいわれ、人間が生活していく中
で重要な機能である。しかし、学校や職場で
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普通に行われてきた定期検診の視力測定さ
え、高齢者施設では実施されていない。欧米
先進国では単に視力が改善したというだけ
ではなく、VFQ25（The 25-item National 

Eye Institute  Visual Function 

Questionnaire)と言われる、視覚に関連した
健康関連 QOL を測定する尺度を開発し、生
活の質が向上することに主眼を置いている。
さらに近年は、高齢者施設においても個人の
視機能のレベルに応じたケアを実施するた
めのエビデンスを確立するために、実態調査
や尺度開発、介入研究が行われている。 

しかし、日本では“食べること”の口腔ケ
アへの積極的な介入はあっても、「視ること」
への取り組みは遅れている。そのため、高齢
者施設には十分な視力が得られない入所者
が多数いると考えられるが、その実態はほと
んど明らかにされていない。 

さらに、これまで視力といえば、眼科的に
は矯正視力の遠見視力をさしていたため、実
際の生活上の見え方とは異なっている可能
性が考えられた。そこで、当該研究者はこれ
までの研究において「日常生活視力」を「裸
眼の人は裸眼視力、眼鏡等を日常的に使用し
ている人は使用した状態での視力」と定義し
て研究を進めてきた。また、加齢変化の老視
は、近くが見えることに影響があるため、遠
見視力のみならず、近見視力の衰えによる
QOL の低下も明らかにする必要性を感じて
いた。 

 

２．研究の目的 

(1)高齢者施設居住者の視力の実態を明らか
にする 

(2)高齢者施設居住者の視力改善可能度の関
連要因を明らかにする 

(3)高齢者施設居住者の日常生活上の遠見視
力と近見視力と QOL との関連を明らかにす
る 

(4)今後の高齢者施設における視機能維持方
法を提言する（的確な視機能維持による QOL

の向上を目指して） 

 

３．研究の方法 

(1)平成 21 年度 
 申請時に実施した既往文献調査を改めて
行い、当該研究の進捗を確認した。海外での
事例研究はあるものの当該研究が対象とす
る視機能 QOL に関する研究には大きな進捗
は見られなかった。また、国内においても本
研究以外の研究が成果を上げた様子は見ら
れなかった。また、内外の研究を再度レビュ
ーすることにより、本研究で定義した日常生
活視力のオリジナリティー(独自性)の高さ
が再認識された。21 年度は、2施設を対象と
した調査から「矯正視力」と「日常生活視力」
に着目し、視力改善可能度（「矯正視力－日

常生活視力」）の関連要因の分析を進めた。
その結果、視力改善可能度には、他の要因を
考慮しても施設による差のみが有意に関連
していたことが分かった。この調査では、認
知能力は診療録の記載から得ていたが、認知
能力テストの実施や、遠見視力だけではなく
近見視力、両眼視力の調査項目を追加し、よ
り多くのデータを取得するとともに、QOL と
の関連要因等も検討する必要があることを
確認した。 
 
(2)平成 22 年度 
前年度の結果から、あらたに 4施設（定員

各 100 名）において詳細な調査を実施した。 
① 調査対象 
年齢は 65 歳以上で、施設長の許可と本人と
家族の同意が得られた 165 名、最終分析対象
者は VFQ25 のインタビューと MMSE、視
力測定の全てに回答した 99 名。 
②  調査項目 
・視力；遠見視力と近見視力、片眼視力と両
眼視力、裸眼視力と矯正視力、本人の所持し
ている眼鏡をかけての視力を測定した。測定
は同一の視能訓練士 2名がレフラクトメータ
ーで屈折を測定後、自覚的屈折検査を実施し
た。本研究では、日常的に眼鏡を使用してい
る場合は眼鏡使用時の視力、眼鏡を使用しな
い場合は裸眼視力の両眼視力を「日常生活視
力」と定義した。 
・QOL； VFQ25(The 25-item National Eye 

Institute Visual Function Questionnaire)を
使用し構造化面接を実施 
・認知能力；MMSE (Mini-Mental State 

Examination) 

・抑うつ状態；GDS (Geriatric Depression 

Scale ) 
・ADL；BI (Barthel Index) 

・その他、眼鏡使用状況と眼鏡の種類、介護
度、基礎疾患、眼疾患、基本属性等のデータ
を収集した。 
 
(3)平成 23 年度 
 前年度から実施している現地調査を補足
的に行い、高齢者施設での調査を完了させた。
23 年度は、得られたデータを基に日常生活上
での遠見視力と近見視力、 ADL、認知能力、
抑うつ状態、QOL 等の関連要因について解
析を中心に研究の取りまとめを行った。 
 
４．研究成果 
これまで高齢者施設居住者の視力に関し

て詳細なデータは無かったが、当該研究は両
眼視力、本人の所持している眼鏡を使用して
の視力測定を実施したことにより、これまで
わかっていなかった実際の日常生活上での
視力が明らかとなり、近見視力を含む詳細な
データを得ることができたことは大きな成



 

 

果である。このことは単に視力のデータを得
られただけでは無く、視力の改善可能度を導
き出すことにより、適切な眼鏡使用等今後の
施設ケアに対しての示唆を得ることもでき
た。さらに近見視力を測定したことにより、
加齢変化の老視の影響が QOL の低下につな
がることも明らかとなった。 
 
(1)高齢者施設居住者の視力 
【遠見視力】日常生活視力；0.4(0.01-1.2) 
      裸眼視力；0.3(0.01-1.2) 
      矯正視力；0.6(0.01-1.2) 
【近見視力】日常生活視力；0.2(0.01-0.8) 
      裸眼視力；0.1(0.01-0.7) 

矯正視力；0.5(0.01-1.0) 
 
図 1 遠見日常生活視力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 近見日常生活視力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)本研究で定義した視力改善可能度は、他
の要因を考慮しても施設による差のみが有
意に関連しており、適切な眼鏡の使用や施設
のケアによって改善しうる可能性が考えら
れる。 
 
(3) 日常生活上の遠見視力と近見視力と
QOL との関連 
日常生活上の遠見視力と近見視力の両方低
い者は、「目の痛みや不快感」があると感じ
ており、「近見視力による行動」「遠見視力に
よる行動」が低くそれぞれの行動について難
しいと感じていた。また、遠見視力のみ低い
者は「一般的なものの見え方」「見え方によ
る自立」が低く、1 人では外出できず、部屋

にいることが多く、サポートを必要すると感
じていた。一方、近見視力のみ低い者は「見
え方による役割制限」があり、ものが見えに
くいために普段の活動が長く続けられない、
できることが限られる、物事を思い通りにや
り遂げられない、誰かのサポートを得なけれ
ばならないと感じており、さらに「見え方に
よる社会生活」が低く、相手の反応や他人と
過ごすことに関して難しいと感じていた。活
動範囲や内容が限られる施設入所者にとっ
て普段の活動は身近な事柄が多いと考えら
れるが、そのことが近見視力の影響を受けて
いる可能性があることが明らかとなった。す
なわち、適切な視機能の維持が行われていれ
ば QOL が向上し、一人での生活・行動範囲
が広がり、介護の必要度も少なくて済む可能
性がある。 
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